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８．資料 

  ①小学校第 6 学年 社会科の実践 

    ・「問いと学習問題の工夫」 

  ②小学校第 6 学年 国語科の実践 

    ・「学習形態と学習方法の工夫」  

  ③中学校第 2 学年 社会科の実践 

    ・「様々な選択肢のある学習環境の工夫」 

  ④中学校第 3 学年 理科の実践 

    ・「新たな問いにつなげる工夫」 

⑤小学校第 6 学年 総合的な学習の時間の実践 

   ・「子どもの思いを大切にした単元計画の工夫」 
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